
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邑楽町立邑楽南中学校 学校だより 

 第４号 

令和６年７月１日（月） 

 

 ６月１日から、中体連郡総体がはじまりました。 

総体に先立ち、5 月 31 日には壮行会が開かれ、出場

選手たちが総体に向けた決意を表明しました。 

ということで、今回は応援の観戦記です。紙幅の関係

上、部によって扱いに差があることはご容赦ください。

観戦できた試合のことしか、詳しく書けないのです。 

やりきった！郡総体 

 

まずは、 。予選を勝ち抜いて決勝トーナメントに進みました。準決勝でシード校を相手

にファイナルまで持ち込む大健闘！ファイナルは２５点ゲームで２２－１２と大きくリードを許す

苦しい展開に。しかし、ここから３年生キャプテンが意地をみせてサービスエースを連発します。

これに２年生も引っ張られ、なんと１０点差を追いついてしまったのでした。この健闘に、会場全

体を味方につけて、完全ホームの状況にしてしまいました。結果、敗れてしまいましたが、彼女た

ちは会場全体からスタンディングオベーションを受けていました。泣きじゃくる２年生たち、この

くやしさを忘れちゃいけないよ。 

は準決勝で第１シードを相手に３Ｑ終了までリードを許さない展開に、否が応で

も期待は高まります。表情も明るく、生き生きとしていました。 

しかし、４Ｑで逆転を許して、手の届くところにあった金星は手元からこぼれ落ちてしまいまし

た。号泣する選手たち。試合後の涙は一生のたからもの。思いっきり泣いたらいいよと思いつつ、

そこは彼女たちの、そして顧問の先生との特別な時間。あえて言葉はかけませんでした。 

はじめての単独チームで臨んだ は、前半から一方的な展開になってしまいました。 

ハーフタイムにベンチに顔を出してみると、フラストレーションのたまる試合でさぞ悔しかったの

でしょう、何とかしようという声が飛び交っていました。プライドを捨てない姿勢にぐっときまし

た。翌日のミーティングで、選手たちから前向きな言葉が発せられ、練習に取り組む姿勢も激変し

たとのこと。君たちには「のびしろ」があります。のびるもしぼむも自分たちしだいです。 

 とは決勝 T 進出を決めた時に会いました。「カップとってきます！」と頼もしか

ったです。決勝は接戦の末に敗れましたが見事な準優勝です。 は予選を突破し、笑

顔がはじけました。３位入賞です。 は第１シード相手に健闘しましたが、初戦突破 

 

男子テニス：準優勝  サッカー：初戦敗退 

女子テニス ：３ 位  男子バド ：予選Ｌ敗退 

女子バレー ：３ 位  女子バド ：予選Ｌ敗退 

女子バスケ：３ 位  男子体操：優 勝 

男子バスケ：初戦敗退 女子体操：３ 位 

はなりませんでした。 は接戦をも

のにできず、惜しくも予選Ｌで敗退。

は見事優勝！県大会での活躍を期待します。

は惜しくも３位となりました。 

は７/６、 のコンクールは 

７/２４に開催予定です。 は各部をフィ

ーチャーしたポスターを作成してくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事・その他 

1 月 安全点検日 

2 火 授業参観･部活動参観 

3 水 集金日･学校評議委員会 

4 木 県大会壮行会 

5 金 専門委員会 

6 土 県総体 テニス、郡総体 水泳 

7 日 県総体 テニス 

8 月  

9 火 3 年実力テスト③ 

10 水 職員会議 

11 木 1 年生林間学校説明会 

12 金   

13 土   

14 日 県総体 バド 

15 月 県総体 バド 

16 火  

17 水  

18 木 特別清掃 

19 金 第 1 学期終業式 

20 土 県総体 水泳 

21 日 県総体 水泳 

22 月 夏季休業日(～8/27)県総体 水泳 

23 火 県総体 体操 

24 水 県総体 体操、吹奏楽コンクール 

25 木   

26 金   

27 土   

28 日   

29 月   

30 火   

31 水   

 

 

 

 

自分で考える授業 

 

  

 

 

ロイロノートで電子黒板を有効活用 

クロームブックはこんな使い方も 
美術では、図鑑の画像を

検索して、デザインの参考

にしていました。 

 音楽では、自分の歌う声

を録音して、先生に送り、指

導の参考にしていました。 

 邑楽南中には、各教室はもちろん、特別教室にも電子黒

板が設置されています。近隣の市には限られた数しかあり

ません。ありがたいことです。電子黒板とロイロノートを

組み合わせると、「主体的･対話的で深い学び」のある授業

が無理なく自然に実現します。実践例を紹介します。 

理科では実験の考察で活

用。各自の考えをグループで

協議し、電子黒板でプレゼン

しました。彼らは既習事項の

静電気の性質をもとにイオ

ンの概念を導き出しました。

すごい子たちです。 

 社会では電子黒板に映し出された画像や動画をもとに、

生徒自身が授業のめあてを設定しました。自分たちで学習

することを決めたわけですから、やらされている感は全く

ありません。めあてを達成するために、各自が興味関心を

抱いたことについて考えたことをロイロノートに書き込

むと、電子黒板に表示されます。自然な流れで自分たちで

まとめまで進めることができました。 

★前回、「おうなん」を MINAMI TIMES

のみの配信にするとお伝えしましたが、

生徒にも読んでもらいたいので、紙での

配布も継続します。だから読んでよね★ 


